
、

192

原則にもとずいていたことに対して，痛烈な批到が行わ

れている．またこれ．らの討論で，科学は嚴格な継続的な

歴史的継承にもとずいてのみ発展し充実し存在し得ると

いヲことが確認され，科学者は過去の遺琵に対して謙虚

でなげればならぬことが彊調されたのである．科学の継

承性についての命題はまた，自然科学㊧，土台と上部構

造であらわされる肚会現象から区別する間題に解決を与

・えた．

　フロモフのタボロフスキー，パガシャソの一派に対す

る批判が，このような一連の批判活動の一環を形成し（

いたのかどろか，それも亦，資料の関係で確言できぬ

が，すくなくとも時期的にはよく合うよろだ．

　フ・モフは当年51才，まだ長い春秋を將来にもっ

て，多くの人から今後の活動を期待されている．
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十七世紀の湿度計と

気象観測

奥 田 穰

　1．　は：しがき

　十七世紀における他の自然科学の発達と同様に，気象

学は物理学，数学などの基礎科学の急速な進歩と気象測

器ゐ発明により，中世紀的な天交気象学（星占いによっ

て天気予報をする）や単純な天気仰諺にかわって，大気

の精密な研究の方向への道を切り開いた．すなわち，根

本的な変換をもたらしたのである．気圧計，温度計の進

歩については多くの著書があるが，その他の気象器械に

ついての記述はあまりみられない．湿度計について，十

七世紀にどのよ5なものが発明され，使用されたか，

A．Wolfの著書にもとずいて紹介しよ5．

　2．湿度計

　最初の湿度計はイタリヤのフィレソツェにあった最初

ゐ学会，Aceademia　del　Cimente＊1こよって作られた

ようである．この湿度計は外側がブリキで覆われた中室

の円誰形のコルクからなっていて，コルク円錐の底にガ

ラス製の円錐が取り付けられる．その中は氷を一杯に入

れて空気中に放置すると，空気中の湿気がガラス円錐上

に附着して，測定容器中に流入する．この凝結水量の比

較によって相対的な湿度が測定される．

　1688年にAmontonsによって記述され，その後

＊1657年創設そ。の後約10年間存続した．

．24

Delucによって完成された湿度計は木または繊維の小

球の膨脹牧縮が湿度の変化によって起こり，その小球に

連がっている管の中の液体の昇降によって，その変化の

度合を知った．

　Molyneuxは，綾織物の一種（whipcord）を用い，

このヒモが湿度の変化に俘い，その巻きがもどったりき

つくまいたりする，この性質を利用して，それに旋回す

る水亭指針を持った金闘球をつり上げ，度盛り面の示度

を読みとって湿度を測定する簡単な湿度計を作った・

　Hookeは，野生の燕麦の芒でもっ宅湿度計を組み立

てた．「芒」は野生の燕麦の種子を覆5殻から隼えてい

る剛毛で，種子が熟した時にこの剛毛の一端がほぼ直角

に曲がるとい5ことが知られていた．そしてその曲がっ

た端が湿ると剛毛の架台に対して徐々に回転するといろ

ことが注目された．この剛毛の特性を湿度計の作成に

使用してはどろかということを最初に発見したのは

Emanuel　MagmanだとHookeは述べている．

　次にHookeの湿度計をくわしく読明する．第2困を

参照されながら読まれたい．湿度計の外わくは象牙の蓋

と籠細工の側を持った箱の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②形，あるいは単に桂で支え

られた象牙板の形に作るこ

とを提案している．これは

なるべく空気の流通をよく　　　　　　．ヒ．

しようという発案である．　　　　　　1一　。

剛毛は，その一端はC点で

器械の基盤に固定され，他　　　　　　　　

の一端は象牙板を上に通り

抜けて，『eで剛毛に付けら

れた軽い指針を支え，目盛

第1図　Accademia　del
　　　　Cimentoによる
　　　　湿度計
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　第2図　　Hooke　の湿度計

　　ってあるダイヤ

　　ル上を動くよ5

　　になっている．

　　器械の感度を糟

　　すために数本

　　の剛毛を用いる
5
　　ことができ，端

　　と端をくっつげ

ろ・湿度の変化は指針がダィヤルの上を移動することに

よって知ることができる．Hookeはこの装置で感度を

よりよくするために，一つのピソを指針の低い方に付け，

軽いギザギザのついた歯車を上方の板に取り付けて，

指針が通る時は何時でも前方あるいは後方に指針の動き

を助ける装置を発明した，このようにしてできた｝100ke

の湿度計は非常に敏感で，指針は，芒に息を吹きかけらー

れた時に全廻転し，火あるいは太陽光線の直射にたやす

く応じる程度の性能を持っていた．Hookeはこの外に

テグス糸の繊維によっても同じよ5な装置の湿度計を作

ったが，感度が不十分であった．その外，燕麦の芒にか

わるものはないかといろいろの植物を調べている．

　1676年にDublinが糟巧な型の湿度計を作ったとい

うことはOldenburgへの手紙の中に見られる（第3図

参照）．それは「もみ」あるいはポプラの板，長さ約2

フィート，幅1フットからなる2枚の板をごくわずかの

隙間をもって相接して置き，四すみa，a，a，aで，

幅2イソチでA．Bの両側よりも十分長い2つの解の架

C，Cに固定する．板はもっとも乾燥した天候において

も財イソチ以上は縮まないだろうと仮定し，長さ2ある

いは3イソチで幅財イソチの眞鍮の舌片DをA板に固着

する．眞鍮Dは四つの等聞隔の歯a，aを持ち，自由端

の付近でB板に重なり，その上に小歯輪がEで取りつげ

られる．すなわち，歯車と眞輪舌身とが連結される．板

が大気湿度の変化に俘って膨脹するか牧縮するにつれ

て，歯状の板d　dが小歯輪を廻し，その軸Fは指針GG

を廻転させて，察気の乾燥あるいは湿潤の度合を記録す

るのに適当なよ弓に目盛った円形のスケール上を動か

す．板が1／5イソチ牧縮するとすると，指針は1時間あ

るいは2時間に10から20度廻転する．D亡blinはこ

の湿度計は大気中の湿度変化を迅速に記録

し，燕麦の芒で作ったHookeの湿度計よ

り性能がよいと主張した．

　これまで述べて来たものはすべで湿度変

化の指標として湿った室気中でその物体が

受げる形の変化を利用したものであるが，

室気か・ら湿気を吸牧した時に種々の物質の

重さが変化する性質を利用したものも発明

されている．Gouldは1683年に，硫酸

を大気中にさらした時に硫酸の重さが増加

1955年7月
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すること利用して，大気の湿度を測るのに利用できるこ

とを提案している．

　3．気象観測

　本誌2総2号に十八世紀の気象学史といろ副題で組織

的気象観測が十八世紀に始まったことを述べたが，その

ときに若干触れておいたことをついでにもろ少しくわし

く述べておく．

　1637年位の初期にヘッセのLandgraf　Herman（ヘ

ルマソ伯）は今ッセとポメラニア（いずれも独）で同時

に観測した若干の天気観測を比較している．最も早い気

象器械による観測は，パリ，クレモソ・フェラソ（仏）

およびストックホルムで1649年から1651年の期間に

協力してなされている．

　大規模な国際的気象観測組織を確立する最初の試みは

タスヵ二一大公Ferdinand二世によってなされた（彼

はAccademia　del　Cimen』toのパト・iソである）．彼は

気象器械を作り（温度計と湿度計），　パリ，ワルソー，

イソスブルックその他の都市の選ばれた観測者（その多

くはジェスィト涯僧侶）に広く邊付され，その観測は気

圧，気温，湿度および風向を含んだ形式で，フ．ロレソ

ス，ピサ，ボ・ニア等で行われた観測と比較するために

集められた．　　　　’

　気圧や天気状態の観測は・Leibnizの強いすすめによ

って，1678年からハノーヴァーで，1679年から1714

・年までキールでなされている．この観測の目的は，一つ

は果たして気圧は天気を予知する能力があるかどろかを・

確かめることと，もろ一つはMariotじeの計画に協力ず

るためになされた．Mariotteはフラソス全体で行なら

た観測をドイツで同時に行なった観測と比較しよろと

試みた．ドィツの観測者によって使用された気圧計は

Hookeの型（車輪型気圧計）であり，　その目盛りは天

気表示が記入してある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（気象研究所）
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第・3図Dublinの湿度計
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